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Ⅲ 取組概要 

～未来へ向かう探究のキセキ～ 
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１ 総合的な探究の時間「未来探究」（１学年） 

（１） 未病 

ア 目 的 

 ・ 問題の発見、考察、分析、検証を通して論理的思考力を身に付けたり、グループでの活動を

通してチームワークやコミュニケーション力を身に付ける。 

 ・ 教科の枠を超えて、生徒が社会に出てから必要とされる力や経験を養う。未病とは何かを理  

解するとともに、未病改善という概念を社会に普及させるために必要な要素を検討し、有効な

情報発信媒体を作成し、プレゼンテーションを通して魅力的に他者に伝えることができるよう

になる。 

イ 対象生徒 

  １学年 175 名  

ウ 活動内容 

a １、２時間目 

      １時間目には、プレゼンテーションソフトを用いて、未病の授業の流れや、未病に関して基

礎知識を学んだ。また、ワークシートを用いて、最近、自分の気になっていること（健康面・

食生活・精神面）などについて考えさせ、２時間目には自分が興味・関心を持った分野を選び、

課題の設定をした。 

     ｂ ３～６時間目 

各自で設定した課題をグループに持ち寄り、その中から一つを選びグループの課題とした。

図書館やインターネットを利用して、テーマについて情報収集をした。未病改善を社会に普及

するための媒体として動画を撮影、編集したり、絵本を作ったりなど発表に向けて活動した。 

ｃ ７、８時間目 

       １グループあたり【準備１分➡発表８分➡質疑応答１分】計 10 分で発表を行った。７時間

目は教員の前で発表を行い、自分たちの班の発表における改善点を考えた。８時間目は他の生

徒に向けて発表を行った。各生徒は評価・コメントシートを活用し、他のグループの評価とコ

メントを記入した。発表終了後、評価・コメントシートを回収し、発表したグループに示すこ

とで、自分たちの発表をより客観的に評価し、改善する検討材料とした。 

 

【授業で使用したスライド】 
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【活動の様子】 

    

    

【生徒の作成した絵本】   
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【生徒の作成した動画】 
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エ 成果及び評価 

   a 生徒の取組について 

       授業時数が計８時間という短い時間数の中で、すべてのグループが未病改善を社会に普及す

る媒体を作成し、同時に発表用のプレゼンテーションを作成し、発表をすることができた。ま

た、LINE や google form などを用いてアンケートの実施や自分たちで動画を撮影し編集を行う

など、教員の後押しが無くても主体的に活動する生徒の姿が見られた。 

    ｂ 授業の企画について 

      授業の大筋は昨年度１学年の指導計画を踏襲するような形で行った為、教材作成等の負担

を減らすことができた。 

オ 今後の課題 

本年度の１学年の課題は生徒の論理的思考力を育むことである。１学期の段階で、生徒に発表

のノウハウに沿って好きなテーマでプレゼンテーションを行わせた。結果として２学期の未病

の発表ではほぼすべてのグループが聴き手を意識し、体裁を整えたスライドを作成することが

出来た。一方で、自分たちの伝えたいことを論理的に組み立て、説得力のあるプレゼンテーショ

ンを行うところまで意識を高めて取り組むことができたグループは少なかった。来年度以降は、

探究のサイクル（課題の設定・情報の収集・整理・分析・まとめ・表現・振り返り）を生徒に理

解させていく必要がある。 
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（２） 防災  

ア 目 的  

      防災の基礎知識を身に付け、グループ活動を通して防災の課題を分析、考察、検証して解決す  

る能力を養う。 

  イ 対象生徒 

１学年 175 名 

ウ 活動内容 

a １、２時間目 

      １時間目にスライドを用いて「防災の基礎知識」について学んだ。「ワークシート」に記入

しながら、災害の種類や日本で起きた自然災害の歴史を学習し、防災について個人で考えた。

２時間目には各グループで防災について興味・関心を持った分野を選び、テーマを決め、課題

を設定した。 

 

【授業で使用したスライド】 
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【ワークシート】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

b ３～６時間目 

      各グループで設定したテーマについて、図書館やインターネットを活用して情報を収集し、

わかりやすく発表するためのスライドの作成と発表練習を行った。 

 

【活動の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｃ ７、８時間目  

１グループあたり【準備１分➡発表８分➡質疑応答１分】計 10分で発表を行った。各生徒

は評価・コメントシートを活用し、発表したグループの評価とコメントを記入した。発表終

了後、評価・コメントシートを回収し、発表したグループに示すことで、自分たちの発表を

より客観的に評価し改善する検討材料とした。 
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【探究タイトル一覧】 

クラス グループ 探究タイトル 

１組 １班 山北町の避難所の設備について 

１組 ２班 防災グッズ! 

１組 ３班 私たちにできる地震対策 

１組 ４班 身の回りで出来る災害対策 ～いざ 災害 防災キット きっといる～ 

１組 ５班 災害に対して私が事前に出来る事と身の守り方 

１組 ６班 土砂くずれによる被害と対策 

１組 ７班 災害がおきたときどうすればよいか？ 

２組 １班 台風のでき方とその対策 

２組 ２班 地震 

２組 ３班 大気汚染による災害とその防災 

２組 ４班 日本と海外の災害時の対応の比較 

２組 ５班 地震への対策 ～山北町でできること～ 

２組 ６班 災害が起こったときの避難方法について 

３組 １班 イノシシを捕らえる! 

３組 ２班 地震の災害を最小限におさえるには 

３組 ３班 都会と田舎の災害時の違い 

３組 ４班 山北と地震 

３組 ５班 山北町で起こる災害 

３組 ６班 地震による被災者を減らすためには 

４組 １班 南海トラフ地震が起こったら 

４組 ２班 地震から命を守れ!! 

４組 ３班 地震が起きたら 

４組 ４班 山北で土砂崩れが起きたらどうする!? 

４組 ５班 もし噴火が起きたら!? 

４組 ６班 地震が起きたら 

５組 １班 火山はなぜ噴火するのか 

５組 ２班 富士山がもし噴火したら・・・ 

５組 ３班 家の災害対策 

５組 ４班 富士山が噴火したら 

５組 ５班 地震が起きた時、助かるためにすること 

５組 ６班 災害後の生活 
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【発表の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生徒が作成したスライド】 
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エ 成果及び評価  

東日本大震災や令和元年東日本台風などの災害を経験してきた生徒であるため、１、２時間 

目の防災の基礎知識の授業は真剣に取り組んでいた。新型コロナウイルス感染症の影響もあり、

当初、計画していた時間よりも大幅に短縮された中で生徒は探究し、すべてのグループがプレ

ゼンテーションまで行うことができた。地震をテーマにしたグループが多かったが、地震の起

こる要因について探究したグループもあれば、田舎町と都会での災害時の対応について探究し

たグループもあり、地震というテーマに対して生徒が多角的に探究する姿を見ることができた。 

オ 今後の課題 

防災と山北町を結び付けて探究するように生徒に投げかけると、どうしてもテーマが地震、土 

砂災害、富士山の噴火による被害の３つ程度にしぼられてしまう。１学年は防災について深い知 

識まで身に付けていないため、探究テーマが似通ったものになってしまったグループが多々あ

った。また、探究活動の時間も４時間とかなり少なかったため、情報収集したものをプレゼンテ

ーションのスライドにすることが限界で、実験や検証まで行うことができなかった。来年度は１

学期から防災について学習する機会を確保して指導することで、生徒がより幅広くテーマを考

察することができるようにしたい。 
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（３）プレゼンテーション 

ア 概要と目的 

１学年では、教員によるプレゼンテーション資料の作成方法や発表方法について学習する

機会を設けた。１学期に１回、２学期１回の全２回、本校体育館においてそれぞれ２名の教

員がプレゼンテーション資料を提示し、それに基づく指導を行った。 

この活動を通して、総合的な探究の時間「未来探究」において、自己が抱く問題や課題を

資料としてまとめ、他者に伝えていく力を養うことを目的とした。 

イ 日程 

第１回 令和３年６月 11 日(金) 

第２回 令和３年 11 月５日(金) 

ウ 対象生徒 

１学年 175 名  

エ 活動の概要 

１学期は、プレゼンテーション資料の作成方法と発表方法の２点を中心に学習をした。発

表の際に使用したプレゼンテーション資料では、資料の中で画像の配置の工夫や協調した

い個所の文字の色を変えることなど、例を提示しながら効果的なプレゼンテーション資料

のイメージを持つことを学習した。また、発表方法についても、提示した資料を読み上げる

のではなく、提示してない内容にも触れながら、聞き手が聞き取りやすい話し方や話す速度

について考えることを学習した。 

     ２学期は、プレゼンテーションにアニメーションを加えた例を提示することや文字の配

置の仕方を変えるなど、１学期に学んだことを発展させたプレゼンテーション資料の作成

について学んだ。また、発表方法については１学期に学習したことだけでなく、聞き手に用

意してきたプレゼンテーション資料や画像に注目してもらいたい時の声かけなど、発表に

おける細かい点も発表者は意識することを学習した。 
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オ 成果及び評価 

２回による学習の機会から、総合的な探究の時間「未来探究」でのプレゼンテーション資

料の作成や発表へのイメージを生徒自身が持つことができたと感じた。教員ごとに発表の

テーマが異なったため、生徒は様々なテーマに合わせた資料や発表方法を学ぶことができ

た。 

カ 今後の課題 

プレゼンテーション資料の作成において、各教員が提示した資料を真似るのではなく、

生徒自身の個性を生かした資料を作成できるように指導していきたい。また、発表の仕方

についても、単に作成した資料を読むのではなく、聞き手により伝わる方法を学年全体で

指導していきたい。 
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（４）フィールドワーク➀ 

ア 目的 

   新入生として、４月に入学した新１学年に対して例年行っている“宿泊オリエンテーショ

ン”の代替として実施した。“宿泊オリエンテーション”では、山北高校に入学するにあたって

の重要な規範意識、挨拶励行、基本的な生活習慣、進路についてなど幅広い事柄について、指

導する。また、入学してすぐに実施することで、新入生同士の親睦を深めることも目的として

いる。本年度については、新型コロナウイルス感染症による影響で、宿泊を伴う活動ができな

かった。そのため、文部科学省指定事業“地域魅力化型”として指定を受けている本校は、地

域の魅力を学ぶために、山北町内を実際に歩く形で、オリエンテーションを実施した。地形や

歴史などを学び、今後の地域課題の解決に向けた探究学習に繋げることも目的として、実施し

た。 

イ 日時 

令和３年４月 15 日（木） 

ウ 対象生徒 

１学年 175 名 

エ 活動の概要 

河村城址歴史公園、洒水の滝、山北駅及び山北鉄道公園を訪問した。山北町の魅力を知るた

めに、神奈川県県西地域県政総合センターが作成しているモデルコースである“水緑まんぷく

コース〜ショートコース〜”を参考に、約９キロの道のりを１日かけて歩いた。主に、立ち寄

った場所は、河村城址歴史公園、洒水の滝、山北駅の３箇所である。 

実際に参考にした資料である。 

〈資料〉 
       水緑まんぷくコース 
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酒匂川のウォーキングマップのコースに沿って歩いた。山北高校を出発し、学校真横を流れ

る酒匂川、近隣にある公園などの様子を見ながら、河村城址歴史公園を目指した。 

 

河村城址歴史公園に到着後は、班ごとに昼食を取り、その後自由時間とした。生徒たちに

は、自然のなかで、食事を取る心地よさや自然環境に関する様々な発見をした。中には、河村

城址に関する歴史に興味を持ち、公園内に設置されている案内板を熱心に読み込む姿なども見

られた。河村城址歴史公園には、当時の馬屋の跡地や防衛のための障子堀といった跡が残され

ており、山城としての面影が残されている。生徒たちは、障子堀を実際に目にしながら、敵と

しての攻めにくさや地形を生かした城作りなどに考えを巡らせている様子であった。 

 

河村城址歴史公園での昼食と散策の後、未舗装の山道を下り、洒水の滝へと向かった。道中、

田園風景などから地域産業の特性を直に見て、学ぶことができた。道端における地域の方々への

あいさつをきっかけとしたコミュニケーションにより、地域の中の山北高校を生徒たちが認識す

るきっかけになったと思われる。また、長い道のりで歩き疲れた中でも、お互いに声をかけるな

ど仲間意識も活動の中で芽生えた。 
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河村城址歴史公園を出発して、40分ほどで洒水の滝へと到着した。洒水の滝は、かながわの

景勝 50 選 1979 年（昭和 54 年選定）、名水百選 1985 年（昭和 60 年選定）、日本の滝百選 1990 年

（平成２年選定）などに指定されている名瀑であり、ここでも自由時間では自然と触れ合うこと

や歴史的建造物の見学をした。その後、山北駅へ出発し、山北駅前に D52 機関車が置かれている

鉄道公園で記念撮影を行ったあと御殿場線にて帰路へとついた。 

オ 成果及び評価 

今回の１学年オリエンテーションでは、単に山北町の名所を回るだけではなく、課題を設定

し、実施した。ただ漫然と移動するのではなく、“歴史部門”、“自然部門”、“仲間部門”とい

うテーマを設定し、“フォトジェニックコンテスト”という写真コンテストを学年全体で開催

した。生徒たちはそれぞれのテーマに沿った写真を撮影した。各クラスの行動班のメンバーで

審査を行い、班としてそれぞれの部門へ１枚ずつ写真を提出した。それをクラス全員で、投票

を行い、それぞれのクラスごとに、部門賞を送るというものである。 

このコンテストによって、生徒たちは常に周囲を 

よく観察し、歴史、自然や友情を感じ取れる場面を逃    ＜歴史部門＞ 

さないように意識して１日過ごしていた。そのため、 

独特なアングルから撮影された写真や長い歴史を感じ 

させるような１枚、高校入学直後とは思えないチーム 

ワークを発揮した写真など様々な魅力に生徒たちが自 

ら気づいていた様子であった。それぞれの部門に提出 

された写真の抜粋である。            

 

  ＜自然部門＞ 

 

 

 

 

 

＜仲間部門＞ 
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カ 今後の課題 

     ４月の入学直後に、山北町内を歩き回り、豊かな自然や地元産業、観光地など様々な側面か

ら周辺地域を知ることができた。これが、後の地域魅力型の探究学習へ繋げるための重要なス

テップであったと考える。生徒たちにとっても、入学後の緊張をほぐす良い機会であった。そ

して、学年として実施した“フォトジェニックコンテスト”にも生徒たちは積極的に参加し、

教員の我々を驚かすような魅力的、独創的な記録を写真として残すことができた。今回の１学

年オリエンテーションは、地域の課題について見つめなおし、地域の発展のための取組を考え

るための土台づくりになった。 

 

 

（５） フィールドワーク② 

ア 目 的 

     山北町の名所の 1 つである丹沢大山国定公園を訪問し、自然環境に触れ合うことで、地域の

魅力を感じるとともに、課題を発見することを目的とする。また、集団で探索することでコミ

ュニケーション能力を養い、協働的に学習する態度を身に付ける。 

イ 日 程 

     令和３年 12 月 22 日（水） 

ウ 対象生徒 

     １学年 174 名  

エ 活動内容 

５名の外部講師による、地域に関する５つの分野について学習した。大自然に囲まれ、地域の

魅力を体感し、主体的に学んだ。また、講師の話や自然の観察から課題を発見した。 

a 西丹沢概要・地学について 

河原にて、丹沢の山々がどのようにしてできたか学んだ。はるか昔、南の海から北上し本州

と衝突し、さらに現在の伊豆半島の衝突により隆起して丹沢ができたことを学んだ。大昔は丹

沢の山々も海だったことを聞いて、生徒はかなり驚いていた。さらに、近年で大きな地震とし

て東日本大震災の丹沢に対する影響も学んだ。また、山北高校の横を流れる酒匂川の石と比べ

て白く大きい石が多いため、生徒は疑問を持ち、主体的に学習した。 

     ｂ 森林生態学について 

丹沢の木々を見比べながら、すでに落葉している木々は自然林であり、青々と生い茂る木々

の多くが人工林であると学んだ。このように生育する木の種類が異なるのは、主に気温による

ものであること、同じ地域でも標高によって気温が異なることを学んだ。さらに森林が山の動

物や土壌の形成に大きくかかわり、豊かな自然を育むことを学んだ。 

ｃ 人工林について 

人工林の中で、自然林とはどのような違いがあるか、人工林はどのような特徴があるかなど

を学んだ。例えば、人工林は密に茂り、細くまっすぐな木々であるのに対し、自然林は太く大

きな根を張り力強い木々であるなど生徒が自ら観察し、気づきを得ていた。また、効率よく育

てるために日当たりの良い立地が好まれること、自然林に比べて根の張りが弱く、増水などに

より災害が起きやすくなることを学んだ。 
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ｄ 林業・地域産業について 

山北町の産業の大きな特徴が林業である。しかし、生徒は林業がどのような産業であるか理

解しておらず、木を切るだけでなく、加工していることや植樹を行うことを知って驚いてい

た。また、人工林の整備が土砂災害等の防止に役立っており、林業が産業としてのみならず防

災としても大きな役割があることを学んだ。 

ｅ 水源・環境について 

神奈川県は、相模川水系と酒匂川水系の２つの水源により県内需要の９割以上をまかなっ

ており、丹沢湖の三保ダムは「かながわの水がめ」の１つとして大きな役割を担っていること

を学んだ。森林に降り注いだ雨が最終的には水道水として広く利用されること、十分な量の水

道水を確保するために森林の状態やダムの管理が重要であることを学んだ。さらに近年、台風

や急な大雨が多くなり、森林や山の環境を整え、土砂崩れや洪水のような災害を防ぐ取組につ

いても学んだ。また、生徒は堰堤を流れ落ちる様子やせせらぎの透き通る水に触れ、自然の偉

大さや美しさを体感した。 

    ｆ 振り返りのアンケート 

   プログラム終了後、オンラインにて生徒にアンケートを行った。項目は以下のとおりであ

る。 

設問１ クラスや友人たちとの親睦を深められましたか。 

設問２ 山北町への自然などへの理解が深まりましたか。 

設問３ ガイドさんのお話で、興味深かったのは、どのお話でしたか。 

設問４ 今日の校外学習で、印象に残ったこと、学んだことを入力してください。（自由記述） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設問１

そう思う
ややそう思う
あまり思わない
思わない

設問２

そう思う
ややそう思う
あまり思わない
思わない

設問３

⻄丹沢概要・地学について
森林生態学について
人工林について
林業・地域産業について
水源・環境について
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設問４ 自由記述（一部抜粋） 

・ 人工林は人の手で作られていることは知っていましたが、日の当たり方まで考えて計

算して作られている事は知らなかったので、驚きました。 

・ すごい緑が多くて新鮮だった。 特に、木が高くて細くて迫力が凄かった。 

・ 山北って自然に恵まれている所ですごく良い事がわかった。その反面近々地震などが

起こるかもしれないので注意して生活しようと思った。 

・ 地学の話の時に、丹沢湖はどうやって出来たのか、川辺に落ちている石はどういう石で

どんな物なのか、などの話を聞けたのが印象に残りました。 

・ あまり関わった事が無かった人達とも沢山話すことができ、自然についても新たな知

識を得ることが出来たので とても良い思い出となりました。 

・ どのようにして森ができるのか、地域によって違う森ができるということが知れた 

・ 水が透明で綺麗だった。 色んな種類の石があってみつまたが沢山咲いていた。 

・ 自分は林業って何してるのだろうって思っていたけど今回の話聞いて木を切ったりす

るだけじゃないのだと分かり色々なことをしているのがわかりました。土砂崩れとかの

守りも果たしているというのがすごいと思いました。 

・ 人工杉でも自然の杉でも木１本 1000 円くらいなのがとても驚き印象に残った。 

・ 一本一本の木が思う値段よりとても安い値段で売られていてびっくりしました、人も

減っている中でみんな頑張っているんだなと、深く尊敬しました。 

・ 木をきる人が少なくなって災難がおきやすくなってる。 

 

【写真】当日の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  【山北の森林】 
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【山北の森林】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オ 成果及び評価 

今年度は昨年度まで行っていたような内容でフィールドワークを行うことはできなかった。

しかし、新たな形として山北町の魅力である丹沢地域についてフィールドワークを行うことに

成功した。地元の方々にガイドしていただいたため、地域の特色や自然環境について主体的に学

習し、魅力を五感で感じることができた。また、その中で山北町の抱えている課題や丹沢地域の

活性化に対する課題を得ることもできた。今後も生徒が自ら魅力を体感し、課題を発見できるよ

うなフィールドワークを継続していきたい。 

 

カ 今後の課題 

今年度のフィールドワークは、今後も継続して行うことが可能なプログラムの構築を目指し

た。しかしながら、大人数の受け入れが可能な施設が少なく、西丹沢ビジターセンターでも恒

久的にお願いするのは難しいため、来年度も新たなプログラムの構築が必要となる。また、今

回は天候に恵まれたが野外でのフィールドワークは天候の影響を強く受けるため、全天候型の

プログラムの構築も求められる。 
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（６） SDGs 講演会 

ア 目 的 

「なぜ SDGｓが私たちの世界に必要なのか」そして「それがあることによってどんな変化や可

能性があるのか」を体験的に学び、SDGｓの本質を理解できるようになる。 

イ 日 程 

     令和４年２月 28 日（月）５、６校時（12：45～14：45）  

ウ 対象生徒 

  １学年 175 名 

エ 活動の概要 

  生徒の中には未病や防災を学習していく中で必要となってくるSDGsという概念をよく理解し

ていない者や、興味関心がない者も多かった。そこで、SDGs をカードゲームという媒体を通し

て生徒に SDGs についての知識や考え方を身に付けさせるために、講演会を行った。 

 

 【会場図】 
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生徒たちは、カードゲームの持つとっつきやすさと面白さで知らず知らずのうちに熱中し、楽

しみながら SDGs の本質を理解することができた。ルールは簡単で、与えられた「お金」と「時

間」を使って、プロジェクト活動を行うことで、最終的にゴールを達成するというものである。 

例えば、「経済的余裕がある人が一番幸せである。」という人、「時間的余裕がある人が一番

幸せである。」という人、「貧困をこの世からなくしたい。」という人といったように、生徒が

現実の世界における様々な価値観を持った人間の立場に立ち、SDGs の視点から物事を多面的、

多角的に考察し、SDGs の本質を理解するというものである。 

オ 成果及び評価 

１学期の「未来探究」では SDGs についての知識を生徒たちに定着させるため、生徒各々が SDGs

の 17 の目標の中から、１つを選択し、その目標について調べ、プレゼンテーションを行った。

しかしながら、どうしても生徒の「やらされている感」を払しょくすることが出来なかった。一

方、SDGs カードゲームでは、生徒が主体的かつ協働的に SDGs について考え、知識を習得するこ

とができた。 

   カ 今後の課題 

     この講演会を通して、SDGs から地域の課題を探り、自分なりのアイディアや課題を紐づける

という普段は経験できないゲームになった。これをきっかけにアクションを起こしてもらえれ

ばと考える。やりたいことがあっても、生徒一人の力ではできることに限りがあり、周りのバ

ックアップが不可欠である。人との繋がりをゴールと見据え、挑戦する気持ちを大切にサポー

トできる体制作りが必要である。 
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